
メータオ・クリニック支援の会（JAM）支援者の皆様 

  

いつもご支援いただき誠にありがとうございます。 

新年あけましておめでとうございます。新年に際して気持ちを新たにしメータオ・クリニ

ック支援活動に取り組んでいきたいと考えております。 

支援者の皆様、本年もどうぞメータオ・クリニック支援の会（JAM）をよろしくお願いい

たします。 

それでは今年はじめての JAM 会報メール第４号をお送りします。 

JAM は２００８年３月に発足された NGO です。 

ビルマ／ミャンマーからタイへ貧困や戦火を逃れてきた人々の病院、メータオ・クリニ

ックの活動を支援する目的で設立されました。 

支援者の皆様へ JAM の最新の活動を会報メールにて毎月発信させていただきたい

と思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

メニュー 

■ 最新メータオニュース 

■ きょうのゆめ 

■ ミャンマー／ビルマの文化通信 

■ メータオ・クリニック支援の会（JAM）よりささやかなプレゼント 

**********************************************************************

■ 最新メータオニュース 

 １２                   １２月６日メータオ・クリニック院長であるシンシ

                     ア医師の誕生日会がクリニックで壮大に催され 

ました。シンシア先生はこの度４９歳の誕生日を 

迎えられました。メータオ・クリニックで働くスタッ

フから、クリニックで入院する患者さん、ミャンマ

ー／ビルマ人移民自治学校で勉強をする学生さ

ん等多くの方がこの誕生日会に出席されまし

た。 

誕生日会ではシニアのメータオスタッフから 

誕生日お祝いの言葉のスピーチがされ、また最

後に先生自身もスピーチを行われました。「メータオ・クリニックを設立したのが２９歳

の時で、それからあっという間に時が過ぎました。」と述べられました。 

 誕生日会の後では近くの学校の生徒と、またメータオ・クリニックで働くカレン族

のスタッフよるカレン族ダンスの披露がありました。シンシア先生はカレン族出身で

もあります。カレン族のダンスは太鼓と歌だけでリズムよく踊ります。シンシア先生 

写真上：バースデーケーキの火

を消すシンシア先生 



 

のみならず患者さんからクリニックスタ

ッフまで多くの人がその踊りを楽しん

でいました。 

 

 

 

■  きょうのゆめ 

 クリニックでは学校保健活動を中心に 54 校のマイグラントスクール（ビルマ人の移

民学校）を運営・管理しています。JAM の活動のひとつとしてそれらの学校を対象と

した学校保健の活動を行っています。現地のスタッフがそれらの学校を訪れ、そこで

勉強している子どもたちの声を毎月発信していきたいと思います。 

 

 今月はロッキー・マウンテン(Rocky Mountain)と呼ばれる学校で勉強するジョンオー

君。メソットから北上し車で３０分ほどかかるその学校には中学校、小学校、幼稚

園、孤児院があります。学校は岩石と森林で囲まれています。生徒数は１６８名で

す。 

 

 

 

 

 

そこでお父さん、お母さん、また 4 人のお姉さん 

とともに 6 人家族で暮らすジョンオー君１５歳。ジョ 

ンオー君は１０年前に家族とともにタイ側で暮らし 

始め、このロッキー・マウンテンで幼稚園から今に 

至るまで 1０年も勉強しています。そんなジョンオ 

ー君の将来の夢は車を作るエンジニアになること 

です。「家族とともにミャンマー／ビルマで暮らして 

いたときのほうが僕も家族もとても幸せだった。エ 

ンジニアになってお金を稼ぎ家族とともにまたミャ 

ンマー／ビルマで暮らしたい。」とまっすぐの瞳で 

現地スタッフのインタビューに答えてくれました。 
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■ ミャンマー／ビルマの文化通信－ロンジー－ 

 ロンジーはミャンマー／ビルマの伝統的な巻きスカー 

トです。男性も女性も着用しこのロンジーは日常生活か 

ら結婚式までどの場面でも着用されています。公式の 

場で上着はワイシャツ、下はロンジーをはいている男 

性は多くいます。ロンジーの着用方法として男性は 

前であわせ、女性は横であわせて着ます。男性の着 

方は足がよく開くようになっており、女性ではタイトス 

カートに近い着用になります。暑いときにはズボンよ 

りロンジーの方が極めて快適なのは明らかです。加え 

てロンジーは肌の露出がありません。ロンジーは暖か 

い地域に適した巻きスカートと言えるでしょう。 

メータオ・クリニックのあるタイのメソットでは多くのミャンマー／ビルマ人がこの

ロンジーを着ています。他の東南アジアでは洋服文化が広まる中、老若男女問わ

ずロンジーを着用する伝統的なミャンマー／ビルマ文化は目を見張るものがある

でしょう。 

 

■ メータオ・クリニック支援の会（JAM）よりささやかなプレゼント 

  先日メータオ・クリニック支援の会より支援者の皆様へ日頃の感謝の気持ちをこ

めてささやかなものですが、プレゼントをお送りさせていただきました。プレゼントはメ

ータオ・クリニックが運営する孤児院（CDC；Children Development Center）で暮らす

子どもたちが描いてくれた絵です。絵のテーマは子ども達が幸せだと思う場面、また

は好きな風景を描いてもらいました。皆様に子どもたちの思いが伝われば幸いで

す。今年も皆様の温かいご支援がメータオ・クリニックの患者さん、またタイで暮らす

ミャンマー／ビルマ人の子ども達に届くように真摯に活動していきたいと思います。 

 

また支援者の皆様へこのプレゼントをお送りしましたが、このささやかなプレゼント

をまだいただいていないという支援者の方がいらっしゃいましたら大変お手数おかけ

しますが下記の日本事務局まで一報伝えていただければと思います。どうぞよろしく

お願いいたします。 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

メータオ・クリニック支援の会 

Japan Association for Mae Tao Clinic（JAM） 

日本事務局宛て E メール： support@japanmaetao.org 

ホームページアドレス： www.japanmaetao.org 
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